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2010 年に，本書の刊行の背景となった研究プログラムが科学技術戦略推進費（科学技術

振興機構/文部科学省）により開始された．地球温暖化の影響に適応するために，気候変動

の適応策や緩和策の基礎となる要素技術を開発し実証実験を通じて社会システムの改革を

目指すプログラムである．そのプログラムの中で採択された課題の一つに「気候変動に伴

う極端気象に強い都市創り」（2010 年度～2014年度）がある．この研究では，理学・工学・

社会科学の研究者で構成される研究チームにより，首都圏に稠密気象観測網を構築して極

端気象の発生プロセス，メカニズムを解明し，現象を早期に検知しエンドユーザーに伝達

する極端気象監視・予測システムを開発することを目指した．そして，関係府省・地方公

共団体・民間企業・住民と連携した社会実験を通じて研究成果の実用化を図るというもの

である．これらの目的を達成するために，研究プロジェクトには計 24 の機関と 90 名を越

す研究者および自治体等の防災担当者が参加した．独立行政法人防災科学技術研究所（代

表：真木雅之，中谷剛）が中核機関として全体を統括し，極端気象の解明を気象庁気象研

究所（代表：石原正仁，小林隆久，山田芳則，小司禎教），予測システムの開発を防災科学

技術研究所（代表：三隅良平），社会実験を東洋大学（代表：中村功）がそれぞれの課題を

担当した．本書にはそれぞれの分野に参加した研究者の研究成果がまとめられている． 

異なる分野の研究者が集まって進める複合研究は今後も主流になると思われる．気象研

究においても例外ではないであろう．しかしながら，複合分野の研究の真の意義を理解で

きている人は私を含めて多くないかもしれない．本書が，今後の新たな気象研究のさきが

けとなることを期待したい． 

（真木雅之，前書きより） 
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